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平成２８年度事業報告書

平成２８年４月１日から平成２９年３月３１日まで

特定非営利活動法人はすのは

１ 事業の成果

(１)「はすのは」の任務は、「定款第３条事業目的」に定めるように、貧困者や刑余者を対象に生命を

維持するための支援を行うことにある。高知県自殺対策事業としても認可され、今年度も数多くの住民

を救済し、実際にも自殺者を出さないで済んだ。

(２)特に近年は、刑余者の救済も増え、生活や住居確保を支援し、出所者が安定生活に入る者が続いて

いる。そして、県内外の刑務所住人から、出所後の支援の要請や問い合わせの手紙が次々と届き、刑余

者の救済は２００人を超えた。但し、この面での活動は万全とは言えず、再犯者を１名出している。

２ 事業の実施に関する事項

(１)特定非営利活動に係る事業

定款の 定款第５条に定める事業計画 実施日 実施場所 従事者の範囲 受益対象者の 事業費の金額

事業名 範囲及び人数

救済安 ①サ 再犯させない事業 常時 事務所及 常時１０名、 貧困者や刑余 １８７万円

否確認 ②シ 死なさない事業 び対象者 随時１０名 者、相談７７ 前年１５０万円

事業 ③ス 住まいを確保する事業 の自宅や 前年常時１０ 訪問２６４た

④セ 生活を確保する事業 病院など 名随時６名 まり場５３７

⑤ソ 相談を解決する事業 前年１１３名

(２)その他の事業 実施なし。

３ 活動記録（救済活動は別記）

(１)発足以来の重要な出来事

２００３年１０月 塩冶一彦が高知市潮江地区で友人と相談活動開始。

２０１１年 ４月 塩冶一彦が貧困者・刑余者救済活動、借家連帯保証人２００件超を引受。中島弁護

士と森本司法書士、法テラスなどの関係者が対策に乗り出し、借家保証事業団体「あまやどり」が発足。

２０１２年１０月 「高知市民サポーターはすのは」発足。

２０１３年 ４月 「はすのは」が高知県自殺対策事業団体として認証、以後毎年補助金を受領。高知

県社会福祉協議会の助成金毎年受領。

２０１４年１１月 「はすのは」が高知保護観察所長から刑余者救済で感謝状授与。

２０１４年１２月 塩冶一彦がＮＨＫラジオ深夜便に出演。「生活保護が守る命」を語る。

２０１５年 ２月 「特定非営利活動法人はすのは」認証。高知法務局に法人設立登記。

２０１６年 ４月 高知県社会福祉協議会・ＮＰＯ「てをつなごう」誌で「はすのは」の活動紹介。

２０１６年 ５月 「はすのは」が保護観察所関係団体登録書提出。

２０１６年１０月 全国社会保障推進協議会「社保学校」に理事長シンポジスト。

２０１７年 ２月 毎日新聞報道。窃盗累犯、福祉の谷間、知的障害被告「シャバが怖い」。
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(２)今年度の会議行動

◇「はすのは」毎月理事会と活動交流会議を開催、総会は毎年２月と４月に開催している。

◇「はすのは」は、２０１６年４月に法令に基づく「特定非営利活動法人はすのは」の活動報告書を、

高知県ＮＰＯ管理者(県知事)に提出した。そして、主要な関係者にも写しを提供した。

◇高知市生活支援相談センターが隔月開催する関係機関会議に出席している。

◇「はすのは」は借家保障団体「ＮＰＯあまやどり」と定期協議を行っている。

◇あまやどり杉本雅史氏の仲介で、高知市障害福祉課との協議を行った。

◇官署団体の要請に従い、貧困者・刑余者の支援を行い、各種業務に協力している。

◇相談活動を充実させるため、「よりそいホットライン」や高知県行政書士会などから参加を求めた。

４、救済活動

(１)主な出来事(氏名は符号化した)

◇１００１ＡＲ、貧困者、飲食店経営、売上１日数千円、土地建物は息子名義で大きな借金が有るので

売りに出しているが売れない。息子からも相談申込が有ったが相談日設定は未だ。

◇１００１ＨＲ、貧困者、県下福祉事務所からの依頼。住居と保証人を確保、生活保護移籍、電話を持

たず、飲酒と放浪の日常で連絡取れず、「はすのは」も福祉事務所も本人を捕まえるのに必死。

◇１００２ＬＲ、刑余者、前科十数犯、弁護士紹介。生活保護申請、住居と保証人を確保、直後に再犯、

全てがムダに。

◇１００３ＢＲ、刑余者、ネットで「はすのは」を知り来所。「はすのは」で住居と保証人を確保し、

生活保護を申請、その後失業保険や生命保険解約金が入ることが判明、とりあえず自力生活することに

なった。債務は「はすのは」の紹介で弁護士に依頼。親族との繋がりは切れている。アルバイトしなが

ら「たまり場」にも通い、安定生活が始まっている。自力生活が途絶えたら生活保護を申請する予定。

◇１００４ＦＲ、刑予者、官署の紹介で来所、生活保護を申請し、住居と保証人を確保。前科十数犯で

数十年間ほとんど刑務所暮らし。出所しても生活支援は全く無く、住居の契約も生まれて初めて。市民

生活の経験が無く、タテの命令は聞くがヨコの繋がりは考えたことが無く、ケンカ多発。支援開始後も

飲み屋でケンカして県外に逃亡、警察も検察も「事件にしても効果が無い。はすのはで更生がはかれな

いか」と相談、引き受け。隣家とケンカして県下に逃亡、警察も同じ考え方で又引き受け、「市民に迷

惑を掛けない生活」を目指して見守り。

◇１００６ＧＲ、貧困者、法テラス経由の債務整理担当弁護士が紹介。離婚は合意したが移転などはこ

れから。「はすのは」が住居も保証人も確保。条件が整ったら生活保護も検討する予定。

◇１００６ＮＲ、刑予者、弁護士の依頼、出所後の支援要求、刑務所で面会、支援を約束。

◇１００８ＬＲ、貧困者、夫のＤＶで離婚、再婚の夫もＤＶ、家族の自殺などもあり、精神疾患発症、

入院中、「はすのは」で住居確保。

◇１０１０ＧＲ、貧困者、相談者と祖母と娘の女３代家庭、祖母の収入だけでは生活が行き詰まってい

るが、生活保護申請ラインは超過。相談者と娘が転居、友達と離れたくない娘に、１人の人間として生

活現状を相談するよう助言、娘が笑顔で転居を承知、幸い同じ校区で家が見つかり、仕事も見つかる。

◇１０２５ＥＬ、刑余者、知的障害者、窃盗をするしか生活の術を知らない人。刑務所で面会して出所

時の連絡方法やその後の生活の仕方について打ち合わせを行ったが、出所時にどうして良いか分からな
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くなり、流れ流れて遠隔地に。そこで窃盗で逮捕され、弁護士が「はすのは」の名前を聞き取り、連絡

が繋がった。県外の裁判所で塩冶一彦が証人に立ち、出所後の生活や更生の支援を証言、刑期が大幅に

縮まる判決となり、本人の気持も安定。

(２)今年度支援開始相談者 救済を伴う者 略


